
町の健全経営で次世代の子どもたちへ夢を手渡し

22年度予算の質疑

特
別
会
計

施
設
改
修
と
利
用
者
減

財
政
運
営
は
健
全
か

建
設

水
道

簡
易
水
道
事
業
会
計

利
用
者
の
減
少
に
伴
い
毎
年
利
用

料
が
減
少
し
、
さ
ら
に
は
多
額
の
施
設

改
修
で
財
政
運
営
が
心
配
さ
れ
る
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

使
用
料
の
減
少
、
特
に
も
給
水
人

口
の
減
少
は
憂
慮
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
水
道
料
金
の
値
上
げ
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
総
合
的
に
課
題
の
解
決

策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

現
在
の
農
集
排
加
入
率
を

ど
う
分
析
し
て
い
る
か

建
設

水
道

農
業
集
落
排
水
施
設
の
使
用
率
は

70
㌫
弱
程
度
で
す
が
、
こ
の
率
を
ど
う

分
析
し
て
い
る
か
。

葛
巻
地
区
、
四
日
市
地
区
と
も
に

60
㌫
強
の
水
洗
化
率
で
、
低
い
状
況
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
公
共
升
を
設
置
し
て
い
る
も
の

の
、
水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
方
が
30
㌫

程
お
り
ま
す
の
で
引
き
続
き
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

わ
た
し
は
、
22
年
度
一
般
会
計
予
算

及
び
６
件
の
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

賛
成
し
討
論
し
ま
す
。

22
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を
見
る

と
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
雇
用
機
会
確
保

の
た
め
の
予
算
が
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
生
分
野
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の

開
設
と
保
育
料
の
引
き
下
げ
、
子
ど
も

手
当
支
給
、
高
齢
者
世
帯
等
の
生
活
環

境
支
援
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
手
厚
く
予
算
措
置
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
産
業
振
興
面
を
始
め
、
教
育
、

消
防
な
ど
各
分
野
に
わ
た
り
新
規
事
業

の
創
設
や
既
存
事
業
の
拡
充
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
投
資
的
経
費
で
は
町
道
６
路

線
の
整
備
を
始
め
、
繰
越
事
業
と
な
る

葛
巻
小
学
校
屋
内
運
動
場
や
情
報
通
信

基
盤
施
設
の
整
備
、そ
の
他
経
済
対
策
、

き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
等
を
活
用
し

た
住
民
生
活
に
直
結
す
る
多
く
の
事
業

が
平
成
22
年
度
に
執
行
さ
れ
る
も
の
で
、

町
内
経
済
へ
の
波
及
効
果
に
大
い
に
期

賛
成
討
論

辰
柳
敬
一

要
約

待
で
き
ま
す
。

そ
の
一
方
で
財
政
面
で
は
、
起
債
の

抑
制
と
基
金
の
造
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
が
図

ら
れ
、
財
政
運
営
の
健
全
化
に
十
分
な

配
慮
が
な
さ
れ
た
予
算
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
病
院
事
業

会
計
は
厳
し
い
経
営
状
況
が
長
く
続
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
一
般
会
計
か
ら
の

健
全
化
対
策
等
の
繰
り
入
れ
拡
大
に
よ

り
、
よ
り
大
き
く
改
善
方
向
に
向
っ
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
各
会
計
と
も
独
立
採
算
の
観

点
か
ら
一
層
の
健
全
経
営
を
切
望
し

ま
す
。

問答問答

くずまき議会だより No.150  平成22年4月21日発行 6

一 般 質 問

鈴
すず
木
き
　満
みつる
 議員

定住者交流会の様子

助成事業を活用して快適な住宅に改修した
三好さん（小屋瀬）

若
者
な
ど

雇
用
対
策
に
取
り
組
む

本
町
で
は
新
規
高
校
卒
業
者
に
限
定

し
な
い
で
、
30
歳
未
満
の
方
の
町
内
に

お
け
る
雇
用
を
支
援
し
、
定
住
人
口
の

拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
規
雇

用
し
た
町
内
事
業
所
に
対
し
奨
励
金
を

交
付
す
る
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

さ
ら
に
60
歳
以
上
の
方
の
就
労
機
会

を
拡
大
す
る
た
め
、
短
時
間
雇
用
す
る

際
の
賃
金
の
一
部
を
雇
用
主
に
交
付
す

る
「
高
齢
者
雇
用
促
進
事
業
」
を
新
設

し
、
町
内
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
機
会

の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

住
宅
改
修

助
成
事
業
の
考
え
は

新
規
住
宅
着
工
が
著
し
く
減
少
し

て
、
長
年
住
ん
だ
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す

る
人
が
増
え
て
い
る
が
、
助
成
事
業
の

考
え
は
。

議
員定

住
対
策
事
業
の
効
果
と
推
進
策
は
。

町
長町

で
は
、
20
年
度
に
定
住
促
進
事
業

を
創
設
し
、
移
住
者
に
提
供
可
能
な
土

地
37
箇
所
を
町
民
か
ら
登
録
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
若
者
定
住
奨
励
金
を
１
世

帯
に
交
付
し
、
現
在
、
年
度
内
交
付
に

向
け
て
数
世
帯
と
調
整
を
進
め
て
い

ま
す
。

町
で
把
握
し
て
い
る
本
年
度
の
移
住

者
は
、
２
月
末
現
在
で
６
世
帯
14
人
。

19
年
か
ら
の
３
年
間
で
は
、
12
世
帯
26

人
と
な
っ
て
お
り
、
着
実
に
実
績
は
上

が
っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
の
歯
止
め
の
ほ
か
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
学
校
の
維
持
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
移
住
・
定

住
し
や
す
い
環
境
整
備
を
進
め
、
よ
り

効
果
的
な
施
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

わ
が
町
の

新
た
な
雇
用
対
策
は

　
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
管
内
の
市

町
村
で
は
、
新
規
雇
用
対
策
を
発
表
し

て
い
る
が
、わ
が
町
の
新
規
雇
用
対
策
は
。

現
在
あ
る

助
成
事
業
の
活
用
を

本
町
で
は
町
産
材
利
用
住
宅
支
援
事

業
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
助
成
事

業
、
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ

く
り
推
進
事
業
の
３
つ
の
助
成
制
度
が

あ
り
、
当
面
は
現
行
制
度
の
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

定
住
対
策
の
効
果
は

着
実
に
実
績
は
上
が
っ
て
い
る
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